












Ⅰはじめに 

ライ(Reye)症候群における脳浮腫発症病理に関する系統的研究の一環として,本症患者の

筋ミトコンドリアが脳のそれと同一侵襲を受けているとの仮定のもとに,生検骨格筋のミ

トコンドリアおよびミクロゾームを分画し,各々の全脂肪酸組成とミトコンドリアのチト

クロム C 酸化酵素活性をしらべ,本症におけるミトコンドリア障害の成因の一端を知らん

とした。 


